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番号，巣箱名 厚さ
(mm)

産座の大きさ 土台の巣材
7割以上：◎，5割以上7割未満：○，１割以上5割未満：△，１割未満：＋

表面・産座の巣材
土台のコケ植物は含めない

種類数※

2013-1 60
直径45mmの円
形，深さ30mm

トヤマシノブゴケ△，チャボスズゴケ△，チャボヒラゴケ△
毛がとても多く、産座内に柔毛（化繊），土手部に硬毛
（シカ）が多い．

5 (2)

2014-1 55
直径75mmの円
形，深さ25mm

トヤマシノブゴケ◎，ハイゴケ△，クシノハゴケ＋
土手部に柔毛（イノシシ・カモシカ）と硬毛（シカ）が
あり，白いドーナツ状に敷いてある．

6 (3)

2014-2 85
70×90mmの楕円
形，深さ45mm

トヤマシノブゴケ○，チャボスズゴケ△，チャボヒラゴケ△
産座内と土手に柔毛（ノウサギ・化繊）やゼンマイの綿
毛がとても多く，土手部に硬毛（シカ），細く裂いた葉
が挟み込んである．

8 (5)

2014-3 60
40×70mmのだ円
形，深さ70mm

上の巣
トヤマシノブゴケ◎，ハイゴケ△

産座内と土手部は柔毛（カモシカ・ノウサギ・化繊）が
とても多く，土手部に硬毛（ほうきの穂と思われるプラ
スチック製）3本が挟み込んである．

6 (4)

2014-4 75 不明
下の巣
コモチイトゴケ◎

なし 1 (0)

2014-5 50
直径50mmの円
形，深さ40mm

チャボスズゴケ◎，ハイゴケ△，トヤマシノブゴケ△，クシ
ノハゴケ△，チャボヒラゴケ＋，さく柄２種類13本（長さ
3.5cm，2.5cm．裏側にある）

産座内と土手部に柔毛（カモシカ）が多く，硬毛（シ
カ）もある．

8(2)

2015-1, 8号室 55
80×110mmの楕円
形，深さ35mm

エゾヒラゴケ○，トヤマシノブゴケ○，ヒメハイゴケ＋
産座内と土手部には柔毛（カモシカ）がとても多く，土
手部に硬毛（シカ）が挟み込んである．

5 (2)

2015-2, 特別室 45
直径130mmの円
形，深さ10mm

チャボヒラゴケ◎，トヤマシノブゴケ△，オカムラゴケ＋
土手部に柔毛（ノウサギ・カモシカ）が多くあり，産座
内にはうっすらとある．

5 (2)

2015-3, 7号室 45
直径60mmの円
形，深さ30mm

ハイゴケ◎，トヤマシノブゴケ△，チャボヒラゴケ＋，アオ
ギヌゴケ＋，イワイトゴケ＋，ハリガネゴケ＋

産座に多くの柔毛（ノウサギ・カモシカ），硬毛（シ
カ），細い裂いた葉，樹皮（厚さ1 mm程，5×10 mm～20
×30 mmが9個）がある．

11 (5)

2015-4, 1号室 35 不明 コモチイトゴケ◎，チャボヒラゴケ＋
産座内にうっすら柔毛（ノウサギ）と羽毛（長さ2cm，1
枚）があり，土手部に柔毛（ノウサギ）と硬毛（カモシ
カ）が少しある．

5 (2)

2015-5, 18号室 38
直径70mmの円
形，深さ25mm

チャボヒラゴケ○，トヤマシノブゴケ△，チャボスズゴケ
△，ハイゴケ＋，ヒメタチゴケ＋

産座内と土手部に柔毛（ノウサギ）と硬毛（シカ）が
うっすらとあり，周辺に硬毛（シカ），細い樹枝４本が
挟み込んである．

8 (3)

2016-1, 8号室 35
直径60mmの円
形，深さ15mm

トヤマシノブゴケ◎
産座に綿毛（キク科の1種）が少し，表面に細い裂いた葉
5本，樹皮（30×15mm）１片がある．

4 (3)

2016-2, 特別室 80
直径80mmの円
形，深さ30mm

チャボヒラゴケ◎，チャボスズゴケ△，トヤマシノブゴケ
＋，コモチイトゴケ＋

産座内と土手部には柔毛（ノウサギ・緑色の化繊）がと
ても多く，土手部には柔毛の他に硬毛（シカ，イノシ
シ），細い裂いた葉，スギの裂いた樹皮が少し，羽毛
（長さ15mm）２枚ある．

10 (6)

2016-3, 15号室 30
65×100mmの楕円
形，深さ25mm

トヤマシノブゴケ◎，オカムラゴケ＋
土手部に柔毛（化繊），産座内に少しの柔毛，木片（15
×8mm）１片，卵（ふ化しなかった１個）がある．

4 (2)

2016-4, 14号室 35
直径95mmの円
形，くぼみ不明

チャボスズゴケ◎，クサゴケ＋，トヤマシノブゴケ＋
土手部と思われる円形に柔毛（化繊・カモシカ・ノウサ
ギ）があり，全体に硬毛（シカ）が挟み込んである．

7 (4)

2016-5, 9号室 40
40×80mmの楕円
形，深さ25mm

チャボヒラゴケ◎，トヤマシノブゴケ△，チャボスズゴケ＋
土手部に多くの柔毛（化繊）と少しの硬毛（シカ）があ
る．

6 (2)

2017-1 10 不明 チャボスズゴケ◎，コクサリゴケ＋
土手部と思われる部分の半円に柔毛（化繊）があり，草
の茎２本，葉の破片１個がある．

5 (3)

2017-3 40
直径120mmの円
形，深さ5mm

トヤマシノブゴケ◎，チャボスズゴケ△
産座は柔毛（ノウサギ・カモシカ・化繊）がとても多
い．表面全体に硬毛（シカ・イノシシ）挟み込んであ
る．

7 (5)

2018-5 15 不明 カガミゴケ◎，コモチイトゴケ＋
中央部に柔毛（カモシカ・緑色の化繊）やゼンマイの綿
毛が多くあり，全体に柔毛と硬毛（イノシシ）が少し挟
み込んである．

6 (4)

2018-6 35 不明 ハイゴケ◎，トヤマシノブゴケ＋
土手部にうっすら柔毛（カモシカ・ノウサギ）があり，
周辺部に硬毛（カモシカ）が差し込まれてある．

4 (2)

2018-7 35
110×120mmの楕
円形，深さ30mm

チャボスズゴケ◎
産座周辺部と土手部に柔毛（ノウサギ・カモシカ・化
繊）が多くあり，周辺に硬毛（プラスチック製・シカ）
が挟み込んである．

6 (5)

2018-8 50
60×70mmの楕円
形，深さ20mm

チャボスズゴケ○，トヤマシノブゴケ○，コバノイトゴケ
＋，ハイゴケ＋，アオギヌゴケ科の1種＋

産座内にうっすら黄色い化繊，細い裂いた葉，スギの裂
いた樹皮があり，土手部にゼンマイの綿毛，細い裂いた
葉，スギの裂いた樹皮がある．

9 (4)

2019-1, 7号室 60 不明 コモチイトゴケ○，ハイゴケ△，トヤマシノブゴケ△ 全体に細い裂いた葉が少し挟み込んである． 5 (1)

2019-2, 特別室 85
直径75mmの円
形，深さ25mm

キヌゴケ属の1種 ◎，トヤマシノブゴケ△，オカムラゴケ
＋，ヒラゴケ属の1種+

産座内と土手部に柔毛（カモシカ・ノウサギ），硬毛
（シカ），細い裂いた葉が多くあり，土手部にスギの裂
いた樹皮5片がある．

9 (5)

2019-7, 14号室 35
60×70mmの楕円
形，くぼみなし

チャボスズゴケ◎
産座と思われる部分に柔毛（化繊）がうっすらとあり，
周辺に少しの硬毛（ビニール製・ホウキの穂と思われる
プラスチック製）がある．

4 (3)

2020-1, 7号室 55
直径100mmの円
形，くぼみなし

チャボスズゴケ◎，シノブゴケ科の1種＋
産座内と土手部に柔毛（カモシカ・ノウサギ）がとても
多くあり，全体に硬毛（イノシシ）と細い裂いた葉が挟
み込んである．

6 (4)

2020-2, 11号室 45
直径35mmの円
形，深さ35mm

トヤマシノブゴケ◎，コモチイトゴケ＋，エダウロコゴケモ
ドキ＋，タチヒダゴケ科の1種＋

産座内に柔毛（カモシカ・ノウサギ）があり，土手部に
はとても多く柔毛とゼンマイの綿毛があり，他に硬毛
（シカ），細い裂いた葉，樹皮（10×10mm）２片があ
る．

10 (6)

2020-3, 14号室 35
直径75mmの円
形，くぼみなし

トヤマシノブゴケ◎，アオギヌゴケ科の1種＋
産座に柔毛（カモシカ，ノウサギ，ピンク色の化繊）が
あり，全体に硬毛（カモシカ）がある．

6 (2)

※括弧内は，表面・産座の種類数．羽毛は運び込んだ巣材か育雛中に落ちたものか不明なため，巣材の数に含めなかった．
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番号，巣箱名
厚さ
(mm)

産座の大きさ 土台の巣材
7割以上：◎，5割以上7割未満：○，１割以上5割未満：△，１割未満：＋

表面・産座の巣材
土台のコケ植物は含めない

種類数※

2015-6, 16号室 25 不明 コモチイトゴケ◎
産座かと思われる部分を中心に綿毛付きススキ種子があ
り，全体に柔毛と硬毛（カモシカ）がうっすらとあり，
ゼンマイの綿毛が少しある．

4 (3)

2015-7, 12号室 90 不明 コモチイトゴケ◎
主に表面半分に柔毛（ノウサギ），ゼンマイの綿毛，硬
毛（カモシカ）がある．

4 (3)

2016-6, 1号室 35 不明 コモチイトゴケ◎ 柔毛（ノウサギ・カモシカ）が少し挟み込んである． 3 (2)

2016-7, 6号室 50
直径80mmの円
形，くぼみなし

コモチイトゴケ◎，ヒメハイゴケ△，カガミゴケ△，クシノ
ハゴケ＋，ホソバオキナゴケ＋，イネ科の果穗（実なし）＋

産座に柔毛（カモシカ）やゼンマイの綿毛，硬毛（シ
カ）が多く，スギ樹皮が挟み込まれ，土台のコケ植物が
見えにくい．木片8個が散らばってある．

10 (5)

2017-2 65 不明
エダウロコゴケモドキ○，ハイゴケ△，オカムラゴケ△，
チャボスズゴケ＋，トヤマシノブゴケ＋，コマノヒツジゴケ
＋

全体に柔毛（ノウサギ）とゼンマイの綿毛が多く敷か
れ，硬毛（イノシシ，シカ）が差し込まれ，羽毛（長さ
1cm程）10枚がある．

10 (4)

2018-1, 10号室 40 不明
コモチイトゴケ◎，オカムラゴケ＋，ヒメハイゴケ+，キン
モウゴケ属の1種+，カギヤスデゴケ＋

スギの樹皮5片程，細い裂いた葉が少しある． 7 (2)

2018-2, 14号室 50 不明 イワイトゴケモドキ◎，コモチイトゴケ＋
産座かと思われる部分に，細い裂いた葉，柔毛（白色と
緑色の化繊），ゼンマイの綿毛が少し挟み込まれてい
る．

6 (4)

2018-3, 8号室 35
直径70mmの円形
か

コモチイトゴケ◎，イワイトゴケ＋
柔毛（カモシカ）が円形に敷いてあり、産座と思われ
る．全体に柔毛，硬毛（イノシシ）がうっすらとあり，
細い裂いた葉2片がある．端に卵2個分の殻がある．

5 (3)

2018-4, 3号室 35
直径70mmの円形
か

コモチイトゴケ○，カガミゴケ○，イワイトゴケ＋，ナガヒ
ツジゴケ＋，ヒメハイゴケ＋

スギの樹皮（幅1cm程）が半円状にある． 6 (1)

2019-3 30 不明
コモチイトゴケ◎，アオギヌゴケ△（さく付　5個体程），
オカムラゴケ＋，柔毛（ノウサギ）＋，硬毛（シカ）＋

表面と土台全体に柔毛（ノウサギ），硬毛（シカ）が多
く挟み込んである．表面に羽毛，キク科の綿毛付種子が
少しがある．

6 (3)

2019-4 50
直径70mmの円形
か，くぼみ不明

コモチイトゴケ◎，オカムラゴケ＋，エダウロコゴケモドキ
+

土手部に柔毛（ノウサギ），硬毛（シカ）がドーナツ状
に敷かれ，細い裂いた葉が少しある．周辺に柔毛，硬毛
が少し挟み込んであり，葉の破片１枚がある．

6 (4)

2019-5, 11号室 45 不明
ハイゴケ○，コモチイトゴケ○，トヤマシノブゴケ＋，ツク
シナギゴケモドキ+

表面の3分の1は柔毛（化繊），ゼンマイの綿毛，細い裂
いた葉がうっすら覆う程ある．

8 (4)

2019-6, 2号室 45 不明 トヤマシノブゴケ◎，ヒラゴケ属の1種+，ハイゴケ科の1種+
細い裂いた葉が中央部に多くあり，羽毛（長さ1cm程）が
少し，羽根（長さ2cm程）１枚がある．

4(1)

2020-4, 10号室 50 不明
コモチイトゴケ◎，オカムラゴケ＋，ヒメハイゴケ＋，コマ
ノキヌイトゴケ＋，キク科の綿毛（種子なし）＋

ゼンマイの綿毛，柔毛（化繊），硬毛（シカ），細い裂
いた葉，スギの細い裂いた樹皮が少しある．

10 (5)

2020-5, そよ
風の広場

40
直径70mmの円形
か，くぼみ不明

ヒメハイゴケ◎
産座と思われる部分がゼンマイの綿毛で覆われ，細く裂
いた樹皮がある．周辺に薄い樹皮（2×1cm程）が 6コ程
ある．

3 (2)

※括弧内は，表面・産座の種類数．羽毛は運び込んだ巣材か育雛中に落ちたものか不明なため，巣材の数に含めなかった．
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13

　コ ケ　植 物
生育形 繊細さ 生育環境

直立性：A 幅広型：W 地上生：T

n=28 n=15 匍匐性：P 繊細型：F 着生：E

蘚類（以下は種類毎の使用頻度） 100(100) 100(100)

　ヒメタチゴケAtrichum rhystophyllum 4(0) 0(0) A W T

　チャボスズゴケBoulaya mittenii 46(29) 7(0) P W E

　アオギヌゴケ科Brachytheciaceaeの1種 4(0) 0(0) P W －

　ナガヒツジゴケBrachythecium buchananii 0(0) 7(0) P W T

　アオギヌゴケBrachythecium populeum 4(0) 7(0) P W T

　アオギヌゴケ属Brachytheciumの1種 4(0) 0(0) P W －

　カガミゴケBrotherella henonii 4(4) 13(7) P W T

　ハリガネゴケBryum capillare 4(0) 0(0) P F T

　クサゴケCallicladium haldanianum 4(0) 0(0) P W T

　クシノハゴケCtenidium capillifolium 7(0) 7(0) P W T

　エダウロコゴケモドキFauriella tenuis 0(0) 13(7) P F E

　コバノイトゴケHaplohymenium pseudo-triste 4(0) 0(0) P F E

　イワイトゴケモドキHaplohymenium sieboldii 0(0) 7(7) P F E

　イワイトゴケHaplohymenium triste 4(0) 13(0) P F E

　ヒメハイゴケHypnum oldhamii 4(0) 33(7) P W T

　ハイゴケHypnum plumaeforme 29(7) 13(7) P W T

　ハイゴケ科Hypnaceaeの1種 0(0) 7(0) P F －

　ホソバオキナゴケLeucobryum juniperoideum 0(0) 7(0) A F T

　チャボヒラゴケNeckera humilis 32(11) 0(0) P W E

　エゾヒラゴケNeckera yezoana 4(4) 0(0) P W E

　ヒラゴケ属Neckeraの1種 4(0) 7(0) P W E

　オカムラゴケOkamuraea hakoniensis 11(0) 33(0) P W E

　タチヒダゴケ科Orthotrichaceaeの1種 4(0) 7(0) A F E

　ツクシナギゴケモドキOxyrrhynchium hians 0(0) 7(0) P W T

　キヌゴケ属Pylaisiaの1種 4(4) 0(0) P F E

　コモチイトゴケPylaisiadelpha tenuirostris 21(11) 80(73) P F E

　トヤマシノブゴケThuidium kanedae 75(36) 20(7) P W T

　シノブゴケ科Thuidiaceaeの1種 4(0) 0(0) P W －

　キンモウゴケ属Ulotaの1種 0(0) 7(0) A F E

苔類（以下は種類毎の使用頻度） 4(0) 7(0)

　コクサリゴケMicrolejeunea ulicina 4(0) 0(0) P F E

　カギヤスデゴケFrullania hamatiloba 0(0) 7(0) P F E

ノウサギLepus brachyurusの毛 0(0) 7(0)

シカCervus nipponの毛 0(0) 7(0)

キク科Asteraceaeの綿毛 0(0) 7(0)

イネ科Poaceaeの果穗 0(0) 7(0)

巣材の種類

※括弧内の数値は，主な巣材（巣材の5割以上の量）として使われている巣の割合．

使用される
巣の割合（％）※

シジュウカラ　ヤマガラ
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シジュウカラ ヤマガラ
n=27※ n=15

毛（以下は毛7種種毎の使用頻度） 93 73

　カモシカCapricornis crispus 57 27

　ノウサギLepus brachyurus 54 33

　シカCervus nippon 43 40

　イノシシSus scrofa leucomystax 18 13

　化学繊維 50 20

　プラスチック製 11 0

　ビニール製 4 0

ゼンマイOsmunda japonicaの綿毛 14 53

キク科Asteraceaeの綿毛 4 13

細い裂いた葉 32 47

細い裂いた樹皮 22 34

その他の植物質の材料 11 20

巣材の種類
使用される巣の割合（％）

※シジュウカラの2回営巣を行った1回目の巣（表1の2014-4）は，巣材が2
回目の巣に移されたと思われたため，除いた．

シジュウカラ ヤマガラ

n=27 n=15

幅広型（W) 85 20

繊細型（F) 15 80

巣材の蘚類

使用される巣の割合(％)
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